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Ⅰ．はじめに 

 

 グリーンツーリズムに注目が集まる 

 

 

 

 

 体験活動の重要性 

 ・・・『体験活動事例集－体験のススメ－』 

     教育改革国民会議 

農家民泊 農家民宿 

Ⅰ．はじめに  既存研究 

 

 グリーンツーリズムによる体験型教育旅行に関する研究 

   鈴村（2009），山田（2008a，2008b） 

 ↓ 

 子どもの学習効果に関する研究が多く，一部に，体験型教育旅行の受入
れによる地域活性化に関する研究はみられるが， 

子ども達を受入れる農家に関する研究は少ない． 

 

 農家民泊の研究  

 金ら（2006）や佐藤（2009） 

 ↓ 

農家民泊の研究は行われているものの， 

農家民泊の普及に関する研究はみられない 

 

Ⅰ．はじめに  研究目的 
 

富山県立山町を事例として，聞き取り
調査をもとに農家，株式会社たてやま，
中学生の農家民泊の意味についてまと
めたうえで立山町における農家民泊の
意味を検討し，それをふまえて地域振
興にとって農家民泊がもつ意味を考察
すること 

Ⅱ．調査対象地域概要 

図1  調査対象地 図2  立山町の人口推移 



Ⅱ．調査対象地域概要 
  立山町農家民泊体験推進協議会の設立経緯 

島雅啓氏（株式会社
たてやま取締役社

長） 

水上龍之介氏（農業組
合 法人いこいの杜） 

立山町農家民泊体験推進協議会の設立 

利益を上げなくては！ 

平地にはほとんど集客が
ない 

農家民泊事業を発案 

立山町の活性化に取り
組みたい 

農家民泊事業を進めていくうえで方針を
決めたり計画を立てたりすることや，地

域のリーダー的な存在が必要 

Ⅲ．調査結果①民泊の概要 

図4 2017年民泊受入れ農家の分布 

表1 農家民泊中のスケジュール 

Ⅲ.調査結果②農家への聞き取り 

 受け入れの経緯は立山町農家民泊
推進協議会に賛同したため 

 具体的な体験内容には多少の違い
はあるものの畑の植え付けや野菜
の収穫など各家庭ができる範囲の
作業を行っている 

 食事内容ではどの家庭においても
採れたての野菜や富山の食材を使
うことを心掛けている 

 今後も受け入れを行っていきたい
と考えているが家庭環境の変化に
よって困難な可能性がある家庭が
多い 

 

 

2017年10月～12月 
民泊を受け入れることになった
経緯           具
体的な体験内容や食事内容 

民泊について思っていること 

表2 聞き取り調査の対象の概要 

年齢 性別 世帯構成
Ａ 70代 女 夫婦のみ
Ｂ 60代 女 三世代世帯
Ｃ 70代 男 夫婦のみ
Ｄ 70代 女 夫婦と未婚の子
Ｅ 60代 女 夫婦と未婚の子
Ｆ 60代 男 二世代世帯

米生産や野菜生産
米生産や野菜生産
米生産や野菜生産

野菜生産
野菜生産

現業
花卉栽培や野菜生産

調査期間 
調査内容 

 

Ⅳ．考察 

 

１．農家にとっての農家民泊の意味 

 農家同士や家族内での交流を増やす役割 

 

2．株式会社たてやまにとっての農家民泊の意味 

 観光客の安定した獲得 

 新たな観光資源の誕生 

 

3．中学生にとっての農家民泊の意味 

 自分の生きる社会や生活への興味・関心を高め，環境
教育や農村への興味，自我形成，社会性を育成 

Ⅳ．考察 

4．立山町における農家民泊の意味 

  

 立山町を知ってもらうための役割 

 

 将来の流入者や観光客を生み出す役割 

 

 

Ⅳ．考察 

5．地域振興にとって農家民泊がもつ意味 

  

地域間・家族間のつながりや交流を生み出す 

→地域内でのにぎわいの創出 

  

将来の流入者や観光客を増やす 

→その地域に住んで農業をしたいという人を生み出す 

その地域にまた来たいと思わせることができる可能性 



Ⅴ．おわりに 

 

 

 

 

農家 

農家同士や家族内での交流を増や

す 

 
 

中学生 

自分の生きる社会や生活への興味・

関心を高め，環境教育や農村への興

味，自我形成，社会性を育成 

 

 

株式会社たてやま 

 

観光客の安定した獲得 

新たな観光資源の誕生 

 

立山町 

立山町を知ってもらう役割 

将来の流入者や観光客を生み出す 

農家民泊 

Ⅴ．おわりに 

農家民泊 

①地域間・家族間のつながりや交流を生み出し地域内での新たな活動を
生み出す起点 

②将来の流入者や観光客を増やす 

 

受け入れを行っていきたいと考えているが家庭環境の変化によって困難
な可能性がある家庭が多い 

→立山町農家民泊体験推進協議会が受け入れが困難である家庭のサポー
トをすることがこれから必要となる 

 

Ⅴ．おわりに 

 

 

 立山町を対象として立山町農家民泊体験推進協議会と農
家民泊に協力する6名からの聞き取り調査の結果をまとめ
たものにすぎず，今回の結果を一般化することはできない 

 

 

 

しかし，地域振興にとって農家民泊がもつ意味を考察する
ことには一定の意義がある 
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